










の楽 しさ｣などの新 しい表現が用いられている1)2)3).小学校の算数的活動は作業的 ･体
験的活動,中学校の数学的活動は観察,操作,実験を通 した数理的な考察 として,学習指
導要領の解説で具体的な活動を説明 している.算数的 ･数学的活動は算数 ･数学教育の方
向を示すキーワー ドとして重要であるとともに, これか らの授業のあり方に 1つの方向性






る.算数 ･数学の授業は G.Polyaの問題解決学習,すなわち ｢理解｣｢計画｣｢実行｣
｢検討｣の 4過程で授業が構成されていると考えている4).多 くの数学的活動は,｢理解｣
と ｢検討｣過程で誘発 され,異体的な活動が行われることが多い. さらに,｢検討｣過程
における数学的活動によって,より高い水準の問題が創 られ,新たな問題解決学習を始め
ることになる.
本稿では,小学 5年の図形 と中学 1年の比例のグラフを相似の観点か らとらえた授業実
践,数学的活動の 4要因の観点か らの授業分析を行い,さらに 4要因か ら誘発される具体
的な活動 と問題解決学習の授業の水準について考察する.
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に,授業の中で問題の水準をより高 く設定 し,授業展開を可能にするス トラテジーになる
ことを授業実践において確認することができた.
3.授業の実際









創造性の基礎 敷き詰め一面積の公式 三角形の敷き詰め- 四角形を三角形に分割と対応させる 回転させる して面積比を求める








匪 ]:･課題 ｢2つの長方形はどういう関係にあるか｣の問いかけか ら,辺の長さ,角
の大きさ,敷 き詰め,面積の比較の手段として具体的な活動が行われる.








･辺を 2倍, 3倍 した三角形 ともとの三角形の関係を調べてみよう











匝 垂j]‥･辺の長さを 2倍に拡大 した四角形の拡大図の描 き方を考えよう
･四角形を敷 き詰めると何個分になるだろうか.実際に敷 き詰めてみよう
･三角形の方法を活用できないだろうか.実際に敷 き詰めてみよう
匝 亘 司:･四角形を三角形に分割すると,三角形の敷き詰めの方法が利用できるだろうか ?




● 直 垂垂可 か ら匝 亘 口 の子どもの反応
提示 した 2つの長方形を観て,自分の考えを発表させる場面である.面積が 4倍になる
ことは,長方形を敷 き詰める念頭操作や補助線を引 くことにより,ほとんど全員が理解で
きていた.
● 直垂可 か ら匝 亘 可 の子どもの反応




が子どもの主な活動になる.①は 4年生で図形の敷 き詰めを学習 していたこともあり,回
転させた三角形 も使 う敷き詰めにもかかわ らず,自然に活動を行 っていた.②は,対応す




● 匪 ]か ら直 垂j]の活動
三角形か ら四角形に図形を一般化 して,操作活動によって拡大 した面積の大 きさについ
て考えさせる場面である.
① 四角形の 2倍の拡大図を描 く
② 四角形を三角形に分割 して面積の増え方を調べる
の 2つが主な活動になる.(彰の意図は,四角形の拡大図を三角形の場合と同じ方法で描 く














中学校で行 った授業を 4要因に分類 したものを以下に示す.
知識の獲得 比例の性質 比例のグラフは原点を通る直線 座標平面 拡大 .縮小
数学的な考え方 Ⅹに値を代入 して yの値を得 相似 な三角形の位置 (類推的な考
る (帰納的な考え方) え方)









比例の性質 直 垂亘主上 - 匝 垂∃




･負の数 も正の数の場合 と同様な関係にあるだろうか ?
教師側の手だて 1:値の組が座標と対応する
匝垂可‥･値の組を座標平面上に比例関係を満たす点をとるとグラフが描ける






匝 垂j]‥･整数値でない点 も (Ⅹ, y) の値を求めてグラフ上に点を取る
･ ｢点を無数に取 っていくと直線になる｣ ことを確認する
･比例関係を満たす点は原点 と他の 1点を結ぶ直線上にあることを理解する
匝 転 ]‥･比例の性質 ｢xの値が 2倍, 3倍,-になるにつれてyの値 も2倍, 3倍,･･･
となる｣点をグラフ上に取 ると,それ らの位置関係は?







直垂可 か ら直 垂可 の活動
比例の性質を確認 しなが ら値の表を作成することである. ここでのねらいは負の数まで
拡張 して考えさせることである. y-2Ⅹの式にXの値を代入する子ども達 とX, yの増
加量を求める子ども達たちの 2つのグループに分かれていた.
直 垂可 か ら匝 垂可 の活動,
① 値の組を座標平面上に取ること
66 長崎大学教育学部紀要 教科教育 No.38(2002)
(診 比例のグラフを考えること
①は原点 と点 (1,2)を取 っただけで,直線を結んでy-2Ⅹのグラフとしていた子
どもたちがほとんどであった.また,作 った表の値だけ座標を取 り,有限の直線を引 く,
正の範囲だけの直線を引いた子 ども達 もいた.数個の座標を取 っただけで､直線を引いた
子 ども達は ｢比例のグラフだか ら直線になる｣｢座標を結んだ ら直線になる｣ と考えてい
た.そこで図形的な視点-転換させるために ｢点 と点の間にある点は比例関係を満たすか｣






比例の性質を確認 しなが ら意図的に黒板で三角形を示 したが, その後の 匝 垂司 か ら
[二重 亘可 にかけての活動は､一部の生徒たちの中か ら感嘆の声があが-ていたが､大半の
子 どもたちは半信半疑 という様子であった｡対応する頂点が直線上に並ぶということだけ





ご協力をいただき行 うことができた.算数的活動 ･数学的活動は授業を問題解決学習 とと
らえ,その水準を上げる授業展開を可能にするス トラテジーとして,また創造性の基礎を
培 うス トラテジーとして授業実践に役立っ ものである.数学的活動の楽 しさ,おもしろさ
を体感させる授業研究は,数学離れが起 きている今 日,われわれに課せ られた大 きな課題
である.本稿 は数学的活動である ｢知識の獲得｣｢数学的な考え方｣｢創造性の基礎｣｢応
用｣の 4要因について,授業実践を通 して相互関係を解明する研究のスター トとして位置
づけている.
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<授業の流れ>
･ 相似な三角形の 1頂点を基準として並べる｡.基準と頂点とを通る直線上に対
応頂点が取れる｡
･ 3倍の三角形を描かせるO(下左図)
･ 四角形の2倍の拡大図を描かせる｡作図に要する対角線の延長線を引けるか
どうかがポイント (下右図)
･ 四角形の2倍の拡大図を三角形に分割し,面積の増え方を調べるO
･ 相似比と面積比との関係に気付かせたい｡
<目標>
･ ものの形や鞘数を捉えたり,規則を感じ取るなどの感覚を大切にするO
･ 児童自身の主体的活動を基に,考える力を高め,考えた事を活用できる力を
身に付けさせる｡
<今後-の発展>
｢相似な図形｣｢相似と計量｣等の図形の分野
｢比例とグラフ｣等の関数の分野
く授業の流れ>
｢なぜ比例のグラフは直線になるのか｣について考察を行うO
･ 原点0と,y=ax上の点,更にその点を通りx軸に垂直に下ろした直線とx軸と
の交点の3点で三角形を作り,図形的に考える,J
･ xの値が2倍3倍-となるとy
の値も2倍3倍,-となるとい
う比例の性質を三角形に当て
はめるO
･ 底辺が2倍3倍-･となると高
さも2倍3倍-となる,
･ 拡大三角形が原点を中心とし
て並ぶ｡
･ 三角形の軸上でない頂点が斜辺の延長線上に並ぶ｡その延長線をy=axのグ
ラフを表していると考えることができる.I.
<目標>
･ 既に身に付けた知識を基に,自ら調べ判断する九 粘り強い思考力を培うこ
とを大切にする｡
･ 考えた事を相手に伝える表現力を身に付けるO
<今後-の発展>
｢相似な図形｣｢相似と計量｣等の図形の分野
｢1次関数のグラフ｣｢2次関数のグラフ｣等の関数の分野
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